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長
崎
東
高
校
は
2
0
1
5
年
度
、普
通
科
に

加
え
て
国
際
科
を
設
置
し
て
以
来
、グ
ロ
ー
バ

ル
教
育
が
大
き
な
特
色
だ
。
同
年
に
ス
ー
パ
ー

グ
ロ
ー
バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル（
S
G
H
）の
指
定
を

受
け
、国
際
科
を
対
象
に
課
題
解
決
学
習
を

導
入
す
る
と
と
も
に
、普
通
科
も
含
め
た
海

外
研
修
や
国
際
交
流
の
拡
充
な
ど
に
力
を
入

れ
て
き
た
。
同
校
は
併
設
型
中
高
一
貫
校
で
、

久
保
田
幸
成
教
頭
は「
中
学
・
高
校
の
い
ず
れ

も
国
際
交
流
や
社
会
課
題
に
関
心
の
高
い
生

徒
が
多
い
」と
話
す
。

　

そ
ん
な
同
校
が
20
年
度
、W
W
L（
ワ
ー
ル
ド・

ワ
イ
ド
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
）コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
構
築
支

援
事
業
の
開
発
拠
点
校
と
な
っ
た
。
対
象
を

普
通
科
に
も
拡
大
し
、S
D
G
s
の
視
点
を
取

り
入
れ
た
文
理
融
合
型
の
探
究
活
動
な
ど
、

新
た
な
取
組
を
進
め
て
い
る
。
同
事
業
の
目
標

は
、「
世
界
の
平
和
と
共
生
」に
貢
献
す
る
イ
ノ

ベ
ー
テ
ィ
ブ
な
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
。「
世

界
の
平
和
と
共
生
」と
い
う
文
言
に
は
、同
校

の
歴
史
の
な
か
で
大
切
に
さ
れ
て
き
た「
と
も

に
よ
き
世
を
創
る
」と
い
う
方
針
と
、非
核
平

和
都
市
長
崎
に
あ
る
学
校
と
し
て
の
思
い
が

込
め
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、育
成
し
た
い
資
質
・
能
力
に
は「
課
題

発
見
・
解
決
力
」「
創
造
力
」「
情
報
分
析
・
活

用
力
」「
自
己
表
現
力
」「
協
働
性
」「
学
ぶ
意
欲
」

「
地
球
市
民
性
」を
掲
げ
、「
W
W
L
７
」と
総

称
し
て
い
る（
図
１
）。
こ
れ
を
ス
ク
ー
ル
・
ポ
リ

シ
ー（
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
に
関
す
る

方
針
）に
も
設
定
。
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
作
成
し
、

生
徒
は
年
３
回
自
己
評
価
を
行
っ
て
い
る（
図

２
）。

　

W
W
L
事
業
の
立
ち
上
げ
は
、折
し
も
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
る
混
乱
期
に
あ
た
っ
た
。W
W
L
推

進
室
長
・
鳥
居
正
洋
先
生
に
よ
る
と
、そ
れ
が

プ
ラ
ス
に
作
用
し
た
面
も
あ
る
よ
う
だ
。

 

「
教
育
活
動
が
制
限
さ
れ
る
な
か
、今
で
き
る

こ
と
を
や
ろ
う
と
、分
掌
を
越
え
て
有
志
の
先

生
方
が
集
ま
っ
て
、W
W
L
７
の
言
語
化
や
評

価
方
法
な
ど
に
つ
い
て
何
度
も
話
し
合
い
ま
し

た
。
多
く
の
先
生
方
と
協
働
し
て
推
進
す
る

土
台
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
た
と
思
い
ま
す
」

　

W
W
L
事
業
の
主
要
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、併
設

中
学
校
か
ら
高
校
ま
で
の
6
年
間
で
展
開
す

る
探
究
活
動
だ（
図
３
）。
ま
ず
中
学
校
で
は
、

長
崎
市
の
子
ど
も
が
小
学
生
の
と
き
か
ら
学

ん
で
い
る「
平
和
」を
テ
ー
マ
に
し
た
調
べ
学
習

か
ら
入
り
、徐
々
に
S
D
G
s
の
枠
組
み
を
取
り

入
れ
て
視
野
を
広
げ
て
い
く
。

　

高
校
で
は
、高
校
か
ら
の
入
学
者
も
加
わ
り
、

本
格
的
な
生
徒
主
体
の
探
究
活
動
に
入
る
。

１
学
年
で
は
、学
校
設
定
科
目「
I
G
R
」

（Integrated G
lobal R

esearch

／
統
合

型
グ
ロ
ー
バ
ル
探
究
）に
お
い
て
大
学
教
授
や

企
業
人
の
講
演
な
ど
を
通
じ
て
身
に
つ
け
る

教
養
や
ス
キ
ル
を
基
礎
と
し
、総
合
的
な
探
究

の
時
間
で
S
D
G
s
を
テ
ー
マ
に
し
た
探
究
活

動
に
ク
ラ
ス
内
の
チ
ー
ム
で
取
り
組
む
。

 

「
本
校
の
探
究
活
動
の
根
底
に
あ
る
の
は〝
と

も
に
〞よ
き
世
を
創
る
こ
と
で
す
か
ら
、協
働

性
を
重
視
し
、チ
ー
ム
で
の
探
究
を
基
本
と
し

S
D
G
s
の
視
点
を
取
り
入
れ

グ
ロ
ー
バ
ル
探
究
を
全
校
に
拡
大

「
や
り
た
い
こ
と
」を
軸
に

多
様
性
の
あ
る
チ
ー
ム
を
つ
く
る

取材・文／藤崎雅子

総合的な探究の時間　 SDGs　 文理融合型の探究　 高校生国際平和会議

探究ピア・サポート　 ルーブリック　 探究を軸にした授業改善

学校の礎となっている「ともによき世を創る」の言葉を大切にし、
生徒が自走する探究活動を、一般教科も巻き込みながら推進する長崎東中学校・高校。
生徒は、多様な個性をもつ仲間と社会課題解決に取り組むなかで、大きく成長しています。
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育成したい資質・能力

「世界の平和と共生」に貢献するイノベーティブなグローバル人材の育成

各教育活動

授業・定期考査

学校行事

清掃活動

部活動

生徒会・係活動

進路行事

探究活動

ボランティア等

コンピテンシー及び
探究スキル

【課題発見・解決力】
主体的に課題に向き合い
発見・解決する力

思考力・判断力・
表現力

学びに向かう力・
人間性等

知識・技能
※全ての基礎となる
力として整理

【創造力】
学んだことを活用し、
新たな価値を創造する力

【情報分析・活用力】
物事を多角的に捉え、

情報を選択・分析・活用する力

【自己表現力】
考え・意見を発信し、
他者に影響を与える力

【協働性】
多様な人 と々対話や

議論を通じて協働する姿勢

【学ぶ意欲】
学問に関心を持ち、自ら
高度な学びに向かう姿勢

【地球市民性】
世界平和を希求し、持続
可能社会に貢献する姿勢

マインドセット

樫
本
英
人
先
生
は
こ
う
語
る
。

「
大
切
に
し
て
い
る
の
は
、と
に
か
く
生
徒
が

や
り
た
い
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
。

心
理
的
安
全
性
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
で
、元
か

ら
主
体
的
で
行
動
的
な
生
徒
た
ち
が
、さ
ら
に

活
発
に
な
っ
て
い
き
ま
す
」

　

同
校
の
探
究
活
動
が
目
指
す
の
は
、課
題

解
決
の
ア
イ
デ
ア
を
出
す
だ
け
で
な
く
、社
会

で
の
実
現
可
能
性
も
踏
ま
え
て
自
ら
行
動
を

起
こ
す
こ
と
だ
。
そ
こ
で
、「
実
社
会
と
つ
な
が

り
、さ
ま
ざ
ま
な
大
人
の
価
値
観
に
触
れ
る
経

験
が
必
要
」（
久
保
田
教
頭
）と
、外
部
機
関
と

て
い
ま
す
。１
学
年
で
は
あ
え
て
ク
ラ
ス
内
チ
ー

ム
で
取
り
組
む
こ
と
で
、ク
ラ
ス
の
人
間
関
係

の
な
か
で
探
究
に
対
す
る
意
欲
や
態
度
を
学

び
合
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」（
鳥
居
先
生
）

　

そ
の
経
験
を
基
に
、２
学
年
で
は
ク
ラ
ス
を

横
断
し
て
「
や
り
た
い
こ
と
」を
軸
に
生
徒
同

士
が
声
を
掛
け
合
っ
て
チ
ー
ム
を
結
成
し
、新

た
な
探
究
活
動
を
行
う
。「
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ

プ
の
人
と
協
働
し
た
1
学
年
の
経
験
が
あ
る

の
で
、生
徒
は
初
対
面
で
も
恐
れ
ず
チ
ー
ム
に

な
る
」と
鳥
居
先
生
。
チ
ー
ム
づ
く
り
は
生
徒

間
の
調
整
に
任
せ
る
が
、性
別
や
文
系
・
理
系
、

興
味
の
方
向
性
な
ど
が
で
き
る
だ
け
多
様
と

な
る
メ
ン
バ
ー
編
成
を
推
奨
し
て
い
る
。

「
社
会
課
題
は
、１
つ
の
専
門
性
だ
け
で
な
く
、

い
ろ
ん
な
要
素
を
組
み
合
わ
せ
て
解
決
し
て
い

く
も
の
で
す
。
多
様
な
見
方
・
考
え
方
を
も
つ

メ
ン
バ
ー
の
集
合
知
に
よ
っ
て
、質
の
高
い
問
い

や
解
決
策
を
生
み
出
す
達
成
感
を
得
て
ほ
し

い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
鳥
居
先
生
）

　

各
チ
ー
ム
は
調
査
や
話
し
合
い
を
重
ね
、問

い
を
何
度
も
立
て
直
し
、時
に
は
チ
ー
ム
を
組

み
替
え
な
が
ら
、テ
ー
マ
を
深
め
て
い
く
。
そ
の

な
か
で
教
員
は
S
G
H
時
代
か
ら
受
け
継
が
れ

る
「
生
徒
と
一
緒
に
考
え
、楽
し
も
う
」と
の

姿
勢
で
、生
徒
の
自
走
を
促
す
役
割
に
徹
し
て

い
る
。
生
徒
か
ら
の
定
期
的
な
報
告
に
対
し
、

論
理
性
や
妥
当
性
、使
う
語
句
の
定
義
が
き

ち
ん
と
な
さ
れ
て
い
る
か
な
ど
の
観
点
を
確
認

す
る
と
と
も
に
、が
ん
ば
っ
た
こ
と
を
認
め
て

生
徒
の
意
欲
を
引
き
出
す
。W
W
L
推
進
室
の

1948年学制改革により誕生。同校の前身である旧制
長崎中学校出身の文学者 山本健吉氏の言葉「とも
によき世を創る」を大切にして教育活動を展開してい
る。2003年度より併設型中高一貫校。2015年度国
際科設置。平成27年度スーパーグローバルハイスクー
ル指定校。令和2年度より「WWL（ワールド・ワイド・ラ
ーニング）コンソーシアム構築支援事業」開発拠点校。

1948年設立／普通科・国際科
生徒数806人（男子399人・女子407人）
進路状況（2022年３月卒業生）
大学227人・専門学校5人・就職1人・
その他28人
長崎県長崎市立山5-13-1

 095-826-5281

※高校

研修図書部 主任
黒田佳孝先生

WWL 推進室 室長補佐
一ノ瀬憲二先生

WWL 推進室 室長
鳥居正洋先生

教頭
久保田幸成先生

進路指導部 主任
細田正俊先生

WWL 推進室
樫本英人先生

図1 長崎東高校が目指す人材育成

生
徒
が
や
り
た
い
こ
と
が
で
き
る

心
理
的
安
全
性
を
確
保

図2 長崎東ルーブリック

高校１～３学年を対象に年３回、WWL７（スキル・マインド）について
S（創造）・A（活用Ⅱ）・B（活用Ⅰ）・C（習得）の４段階で自己評価する。

※ダウンロードサイト：リクルート進学総研＞＞ 刊行物＞＞ キャリアガイダンス（Vol.446）
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高3

高2

高1

● 高校生国際平和会議
 …国内外の高校生と世界課題について協議
● 高校生平和共同宣言
 …多言語　　　　　
● 探究ピア・サポート
 …下級生の探究学習の指導・助言
● 主体的な学習の時間（E-time※）
 …週２コマ

● SDGs探究（学年内でチームor個人）
 …文理融合でチーム編成
● WWL探究発表会
 …英語or日本語
● 主体的な学習の時間（E-time）
 …週２コマ

● SDGｓ探究（個人）
 …SDGsをテーマに探究学習
● SDGsレポート
 …探究内容を記述し発表
● 附属中学校合同探究発表会
 …連携校の佐世保北高附属中、諫早高附属中と開催

● 平和フィールドワーク
 …長崎市内の被爆遺構を巡る
● 新書レビュー
 …好きな新書を読了後、ブックレビュー

● SDGs探究（クラス内チーム）
 …SDGｓをテーマに探究学習
● クラス内発表会
 …日本語　
● IGR（Integrated Global Research）
 …文理融合型の学び
● 探究ベーシック
 …SDGsを組み込んだ授業

● 平和壁新聞
 …「平和を阻むもの」をテーマに新聞作成
● SDGsリーフレット作成
 …世界課題について調べてまとめる

国際社会に
発信する

SDGsを
探究する

SDGsを
考える

長崎を
知る

SDGsで
協働する

SDGsを
知る

中3

中2

中1

（
経
済
系
）１
人
が
集
ま
っ
て「
感
染
症
を
予
防

す
る
製
品
が
で
き
な
い
か
」と
考
え
た
チ
ー
ム
は
、

化
粧
品
メ
ー
カ
ー
や
医
学
研
究
所
、大
学
の
経

済
学
部
な
ど
多
様
な
分
野
の
外
部
機
関
の
協

力
を
得
な
が
ら
、成
分
分
析
や
環
境
に
優
し
い

ボ
ト
ル
の
選
定
や
ロ
ゴ
デ
ザ
イ
ン
な
ど
も
自
ら

行
い
、感
染
症
予
防
ハ
ン
ド
ケ
ア
製
品
の
開
発
、

商
品
化
と
い
う
社
会
実
装
に
こ
ぎ
つ
け
た
。
そ

の
ほ
か
、N
P
O
法
人
と
協
働
で
海
洋
ご
み
削

減
を
啓
発
す
る
本
の
作
成
・
出
版
、原
爆
を
題

材
に
平
和
を
学
ぶ
教
材
を
作
成
し
て
国
連
に

持
参
し
た
な
ど
、多
彩
な
実
践
例
が
あ
る
。

　

ま
た
、探
究
成
果
を
も
っ
て
積
極
的
に
各
種

大
会
・
コ
ン
テ
ス
ト
に
参
加
。W
W
L
全
国
高
校

の
連
携
を
重
視
。
高
１
・２
の
学
校
行
事
と
し

て
年
２
回
の「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
日
」に
実

地
調
査
や
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
う

ほ
か
、各
チ
ー
ム
は
随
時
、テ
ー
マ
に
関
連
す
る

企
業
や
団
体
に
自
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
を
実
施
し
て
い
る
。
そ
う
し
て
生
徒

中
心
に
切
り
拓
い
て
き
た
外
部
機
関
と
の
連

携
数
は
、こ
の
３
年
間
で
3
0
0
以
上
と
な
っ

た
。S
G
H
事
業
に
も
携
わ
っ
た
W
W
L
推
進

室
長
補
佐
・
一
ノ
瀬
憲
二
先
生
は
、「
学
校
外
と

の
つ
な
が
り
が
飛
躍
的
に
広
が
り
、そ
れ
が
生

徒
の
活
動
の
社
会
実
装
に
つ
な
が
っ
て
い
る
」

と
の
手
応
え
が
あ
る
と
い
う
。

　

例
え
ば
、理
系（
医
歯
薬
系
）２
人
と
文
系

生
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
の
生
徒
投
票
賞
１
位
や
、日

本
水
産
学
会
主
催
全
国
高
校
生
ポ
ス
タ
ー
発

表
会
で
の
最
優
秀
賞
の
受
賞
な
ど
、数
々
の
評

価
を
得
て
い
る
。

　

高
３
で
は
、高
２
の
探
究
活
動
の
個
人
ま
と

め
と
し
て
日
本
語
や
英
語
で
の
論
文
を
作
成

す
る
と
と
も
に
、国
内
外
の
高
校
生
と
世
界

課
題
に
つ
い
て
協
議
す
る「
高
校
生
国
際
平
和

会
議
」を
企
画
・
運
営
す
る
。
23
年
度
は
７
月

に
、S
D
G
s
17
項
目
を
分
類
し
た
４
つ
の
部

門
別
に
国
際
課
題
に
つ
い
て
英
語
と
日
本
語

の
2
部
門
で
協
議
し
、「
高
校
生
平
和
共
同
宣

言
」を
作
成
し
て
発
表
す
る
と
い
う
内
容
で
、

国
内
の
高
校
生
だ
け
で
な
く
ア
メ
リ
カ
や
オ
ラ

ン
ダ
、中
国
な
ど
全
8
カ
国
24
校
が
オ
ン
ラ
イ

ン
で
参
加
す
る
予
定
だ
。

　

会
議
内
容
の
設
計
や
他
校
へ
の
広
報
、当
日

の
運
営
な
ど
は
、前
年
度
に
希
望
者
に
よ
っ
て

組
織
さ
れ
る
生
徒
実
行
委
員
会
を
中
心
に
行

う
。
実
行
委
員
に
手
を
挙
げ
た
生
徒
の
数
は
、

初
回
の
22
年
度
開
催
で
は
59
人
だ
っ
た
が
、23

年
度
開
催
で
は
学
年
生
徒
数
の
約
３
分
の
１

に
あ
た
る
88
人
に
増
加
し
た
。

 

「
参
加
動
機
は『
得
意
の
英
語
を
活
か
し
た
い
』

『
課
題
解
決
に
強
い
思
い
が
あ
る
』な
ど
、さ
ま
ざ

ま
。
英
語
力
や
テ
ー
マ
に
関
す
る
知
識
量
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
を
組
み
合
わ
せ
て
、お
互
い
刺

激
し
合
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」（
鳥
居
先
生
）

　

こ
う
し
た
一
連
の
探
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
進
展

す
る
な
か
、一
般
教
科
の
授
業
改
善
も
加
速
し

て
い
る
。

 

「
本
校
で
は
S
G
H
事
業
の
一
環
で
い
ち
早
く

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
に
取
り
組
み

始
め
ま
し
た
。
一
時
は
停
滞
も
み
ら
れ
ま
し
た

が
、W
W
L
指
定
を
機
に
探
究
的
な
手
法
を
各

教
科
に
も
活
か
し
て
い
こ
う
と
い
う
機
運
が
高

ま
り
、今
、学
校
を
挙
げ
て
授
業
改
善
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
」（
研
修
図
書
部
主
任
・
黒
田
佳

孝
先
生
）

　

そ
の
第
一
段
階
と
し
て
、20
年
度
よ
り
1
学

年
の
一
般
教
科
の
な
か
に「
探
究
ベ
ー
シ
ッ
ク
」

の
時
間
を
設
定
。
各
教
科
で
S
D
G
s
を
踏
ま

探
究
活
動
の
経
験
を
活
か
し
て

授
業
改
善
を
促
進

英
語
が
苦
手
な
生
徒
も
活
躍
す
る

高
校
生
国
際
平
和
会
議

2022年度に始めた
「探究ピア・サポート」。
高校生が中学生の探
究活動について指導・
助言、激励を行った。

高校生国際平和会
議。遠方の高校生とは
オンラインで協議し、高
校生平和共同宣言の
採択に取り組む。

広島平和フィールドワー
クなど、県内外でフィー
ルドワークを実施。コロ
ナ禍によりオンラインも
活用。

図3 ６年間の体系的な探究活動

※E-time＝生徒が主体的に学ぶための学年裁量の時間
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●長崎東　●他地域平均

実
施
。
教
員
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
学
校
全
体
で

授
業
改
善
や
指
導
力
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い

る
」と
の
回
答
が
1
0
0
％
と
な
っ
た
。

 

「
教
員
が
知
識
や
考
え
方
を
教
え
込
む
の
で
は

な
く
、い
か
に
生
徒
自
身
で
考
え
る
か
を
意
識
し

て
い
る
」（
進
路
指
導
部
主
任
・
細
田
正
俊
先
生
）

 

「
教
科
の
面
白
さ
や
学
問
に
向
き
合
う
姿
勢
も
、

授
業
の
な
か
で
伝
え
て
い
き
た
い
」（
黒
田
先
生
）

　

こ
う
し
て
多
く
の
教
員
が
前
向
き
に
授
業
改

善
に
取
り
組
む
な
か
、総
合
的
な
探
究
の
時
間

の
活
動
に
対
す
る
理
解
も
広
が
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

で
は
、そ
の
な
か
で
生
徒
た
ち
は
ど
う
成
長

し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
長
崎
東
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

の
22
年
度
自
己
評
価
結
果
を
見
る
と
、

W
W
L
７
の
全
項
目
に
お
い
て
５
月
よ
り
12
月

に
上
位
評
価
が
多
く
、活
動
の
進
行
と
と
も
に

伸
び
が
見
ら
れ
る
。特
に「
協
働
性
」の
伸
び
が

顕
著
で
、12
月
実
施
時
は
１
学
年
・２
学
年
と

も
S
評
価
が
35
％
に
の
ぼ
っ
た
。

　

ま
た
、三
菱
み
ら
い
育
成
財
団
の
助
成
事
業

の
な
か
で
実
施
し
た
生
徒
の
自
己
評
価
結
果

で
は
、「
主
体
性
」「
協
働
性
」「
探
究
性
」「
社

会
性
」の
い
ず
れ
も
全
国
平
均
を
上
回
っ
て
い
る

（
図
４
）。
特
に「
社
会
性
」は
全
国
平
均
と
30

ポ
イ
ン
ト
以
上
、「
主
体
性
」は
20
ポ
イ
ン
ト
以

上
高
い
。自
ら
学
校
外
に
飛
び
出
し
主
体
的
に

活
動
し
て
き
た
こ
と
で
、こ
う
し
た
力
に
対
す

る
自
信
を
つ
け
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。

 

「
単
に
好
き
だ
っ
た
こ
と
も
、突
き
詰
め
て
い

く
こ
と
で
専
門
家
も
認
め
る
内
容
に
な
り
え

る
。
元
は
人
前
に
出
る
タ
イ
プ
で
は
な
か
っ
た

え
た
授
業
内
容
を
導
入
す
る
こ
と
で
、探
究

活
動
と
教
科
学
習
と
の
連
動
性
を
高
め
て
い

る
。
例
え
ば
、国
語
で
は『
羅
生
門
』を
通
じ
て

貧
困
問
題
を
考
え
、化
学
基
礎
で
は
化
学
反

応
の
量
的
関
係
と
環
境
問
題
を
考
察
す
る
と

い
っ
た
具
合
だ
。

 
「
探
究
活
動
で
は
、教
員
も
わ
か
ら
な
い
こ
と

を
生
徒
が
自
ら
獲
得
し
、『
先
生
こ
う
だ
よ
』と

教
え
て
く
れ
る
。我
々
教
員
は
、素
直
に『
す
ご

い
ね
』と
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。学
び
の
主
役

は
誰
か
を
認
識
し
て
謙
虚
に
な
れ
る
、良
い
機

会
だ
と
思
い
ま
す
」（
鳥
居
先
生
）

　

22
年
度
は
、探
究
を
よ
り
幅
広
く
日
常
的
な

学
び
に
落
と
し
込
む
こ
と
を
目
指
し
て
、探
究

型
授
業
を
テ
ー
マ
に
教
員
研
修
や
公
開
授
業
を

と
し
て
も
、堂
々
と
自
分
の
考
え
を
発
表
す
る

力
に
な
る
よ
う
で
す
」（
樫
本
先
生
）

 

「
入
学
当
初
は
周
囲
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
に
気
後

れ
し
て
い
る
生
徒
も
い
る
の
で
す
が
、探
究
活
動

で
自
己
肯
定
感
を
高
め
、リ
ー
ダ
ー
的
存
在
に

な
る
例
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
」（
鳥
居
先
生
）

　

３
年
間
の
W
W
L
事
業
へ
の
取
組
で
、探
究

活
動
は
着
実
に
軌
道
に
乗
っ
て
き
た
。
新
年
度

の
課
題
は
、7
月
に
控
え
た
高
校
生
国
際
平

和
会
議
を
生
徒
自
身
の
手
で
成
功
さ
せ
る
こ

と
、探
究
型
授
業
へ
の
改
善
を
さ
ら
に
進
め
る

こ
と
、そ
し
て
、探
究
活
動
に
お
け
る
生
徒
の

自
走
化
の
推
進
だ
と
い
う
。生
徒
の
自
走
化
の

一
施
策
と
し
て
、探
究
ピ
ア・
サ
ポ
ー
ト
の
体
系

化
に
も
取
り
組
む
計
画
だ
。

 

「
昨
年
、中
3
の
探
究
活
動
に
助
言
や
激
励

を
行
っ
て
く
れ
る
高
２
生
を
募
っ
た
ら
、中
３

の
生
徒
数
1
2
0
人
を
上
回
る
2
0
0
人
が

来
て
く
れ
ま
し
た
。嬉
し
か
っ
た
で
す
ね
。新
年

度
は
年
度
計
画
に
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
の
時
間
を

組
み
込
み
、先
輩
・
後
輩
の
関
係
性
も
活
か
し

て
生
徒
の
自
走
化
を
さ
ら
に
進
め
て
い
き
ま

す
」（
鳥
居
先
生
）

　

今
後
も
、探
究
活
動
を
軸
に
、生
徒
が
主
役

と
な
る
学
校
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
同
校
。
教

員
も
ま
た「
と
も
に
よ
き
世
を
創
る
」意
識
で
、

同
僚
性
を
発
揮
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
と
い
う
。

図4 生徒の自己評価アンケート

多様なタイプのメンバーと海洋ごみ啓発本を発行
２学年の探究活動では、同級生の問題意識に触発されて、一緒に海洋ごみ削減のた
めの活動に取り組みました。まずは海洋ごみ問題の存在を世の中の人に知らせること
が大切ではないかと考え、自作の動画のSNS発信や国際会議での発表のほか、海洋
教育サポート団体と共に啓発本の制作・発行も行いました。幼稚園の先生が買って読
み聞かせをしてくださったなど、反響を聞いてとても嬉しかったです。メンバーの４人は文
系・理系が混在していて、思考方法もばらばら。猛進型のメンバーが多いなかで、私は
いつも冷静に現実的な意見を出す役割でした。いろんなタイプがごちゃ混ぜだったから
こそ、ここまでの活動ができたのかなと思います。（３年生・筑紫莉里花さん／写真右）

本当の謙虚さや行動力が身についた
小さなころから世界を知ることに興味があり、グローバルな取組を行っているこの学校
に中学から入学しました。高校では、グローバルな活動や国際交流イベントに積極的
に参加しました。なかでも、アジアの高校生とチームを組んで日本の観光プランを練る
国際大会に参加したことが印象に残っています。我先に発言する海外の高校生に
圧倒されて、それまでの自分が心掛けていた謙虚さはちょっと違うんじゃないか、相手の
ことも考えたうえで自分の意見をちゃんと言うことが大事ではないか、と気づきました。ま

た、先生方がいつも「なんでもやっちゃえ」と言って
くださることで、前向きな行動力が身についたと思
います。（３年生・河原寛太さん／写真左）

筑紫さんが持つのは、探究活動で制作した海洋ごみ問
題を考える本。右から開くと小さな子ども向けの絵本、左
から開くと自分たちが行った活動の紹介になっている。

社
会
性
や
主
体
性
に

大
き
な
自
信
を
も
つ
よ
う
に

生
徒
が
主
役
と
な
り

自
走
す
る
学
校
へ

三菱みらい育成財団「心のエンジンを駆動させるプログラム」
高校魅力化評価システム　組織診断ポートフォリオ
※各資質・能力に関連する質問について肯定的な回答した人の割合


